TAMA300 Task sheet

	Task name: Alignment control ~ Implementation under power recycling

	Member:
	Period:　　　/    /  ~    /    /

	
	Category: Interferometer ~ performance

	Summary:

⇒ Alignment control ~ Matrix for common/differential actuation 
⇒ Alignment control ~ WFSs for differential misalignment

⇒ Alignment control ~ WFSs for common misalignment

⇒ Alignment control ~ WFSs for the recycling mirror

⇒ Alignment control ~ Alignment noise

⇒ Alignment control ~ QPD centering system

	Result:


TAMA300 Task sheet

	Task name: Alignment control ~ Matrix for common/differential actuation

	Member:
	Period:　　　/    /  ~    /    /

	
	Category: Interferometer ~ performance

	Summary:

· アラインメント制御の同相差動化の中途段階として、誤差信号は腕ピックオフから取りながらも、フィードバックは同相差動化して行う構成にする。この構成では、一部のWFSを同相差動系に置き換えたときに対応がスムーズにできるという利点がある。とくに、もっとも重要な自由度であるEnd差動の信号はdark portより簡単に取れるため、この信号を利用することは干渉計の安定度(コントラスト制御)のためには有利。

· 誤差信号をMatrixにより同相・差動の誤差信号に変換し、フィルタに通し、各ミラー用アクチュエーション用のMatrixに入力。

· Matrixの調整は各ミラーのアクチュエータ効率の測定値を信じて行うしかない。

· Pick-off系の信号には両腕の信号が混入している。センシングのMatrixの調整でこれが改善される可能性は？⇒計算で推定

関連リンク
⇒

	Result:


TAMA300 Task sheet

	Task name: Alignment control ~ WFSs for differential misalignment

	Member:
	Period:　　　/    /  ~    /    /

	
	Category: Interferometer ~ performance

	Summary:

関連リンク
⇒ 

	Result:


TAMA300 Task sheet

	Task name: Alignment control ~ WFSs for common misalignment

	Member:
	Period:　　　/    /  ~    /    /

	
	Category: Interferometer ~ performance

	Summary:

関連リンク
⇒ 

	Result:


TAMA300 Task sheet

	Task name: Alignment control ~ WFSs for the recycling mirror

	Member:
	Period:　　　/    /  ~    /    /

	
	Category: Interferometer ~ performance

	Summary:

· スキーム確立

· Filter製作

· Anderson法?

· AFのサイドバンドを立てるのは?

· 機械変調?



	Result:


TAMA300 Task sheet

	Task name: Alignment control ~ Alignment noise

	Member:
	Period:　　　/    /  ~    /    /

	
	Category: Interferometer ~ performance

	Summary:

· パワーリサイクリング時のアラインメント雑音のcharacterization
· RMのアラインメント制御はどれくらい悪さをするか

	Result:


TAMA300 Task sheet

	Task name: Alignment control ~ QPD centering system

	Member:
	Period:　　　/    /  ~    /    /

	
	Category: Interferometer ~ performance

	Summary:

· Dr. G. Heinzelを通じてGEOより輸入し、TAMA Recombineで使用されたQPD Centering systemをリサイクリングのアラインメント制御でも使用する。
· すでにミラー、ガルバノメータスキャナ、マウント、コントローラがそろっている。
· コントロール回路の手直しが必要。Gerhard Heinzel氏の残した手書きのノートと完成版の回路が頼り。それでも把握しかねる場合は、氏に問い合わせる。
· ちなみにMCアラインメントのミラーは保護層なしの銀ミラーであるため、表面の劣化が進んでいる。早期交換が望ましい。必要なら銀コート（保護層付）を追加購入する。

関連リンク
⇒ QPD gain matching

	Result:


TAMA300 Task sheet

	Task name: QPD gain matching

	Member:
	Period:　　　/    /  ~    /    /

	
	Category: Interferometer ~ diagnosis

	Summary:

· TAMAで使われている各種QPDの各PDのゲインを測定し、ばらつきがある場合はそれを補正する。
· QPDにビームを入射し、DC Total出力を見る。これを最大化するようにビームをあわせるともっともゲインの大きいPDにスポットがなるべく入るようになってしまう。

· QPDのある一面以外を紙などで隠し、Total出力を最大化するようにステア。このときの出力をPDごとに比較。

· 同時にRF変調をかけて、RFのゲインも測定するとより効果的か。

関連リンク

⇒ Alignment control ~ QPD Centering system 

	Result:


TAMA300 Task sheet

	Task name: Loss estimation with G-D correlation plot

	Member:
	Period:　　　/    /  ~    /    /

	
	Category: Interferometer ~ diagnosis

	Summary:

· GD plot ~ リサイクリング時の干渉計の安定度の評価法の一つ。横軸にリサイクリングゲイン、縦軸にダークポートのパワー(入射光量の何%出てきているか)をとる。

· GD plot上で左右の動作点変動はコントラスト低下を伴わないリサイクリングゲイン変動。すなわち同相系ミスアラインメント。

· GD plot上で斜め方向の動作点変動はコントラスト低下を伴わうリサイクリングゲイン変動。すなわち差動系ミスアラインメント。

· Simple model, modal model, e2e modelingにより徐々に精度の高い計算を行い、それによる知見の蓄積。例：実験データの診断。差動系ロスの量は？同相系ロスの量は？どのようなミスアラインメントがGD plot上のどのような変動にどれくらい現れるか。どのようなミスアラインメントが感度の悪化を招くか？
関連リンク
⇒ 

	Result:


